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 本論文はパキスタンの NGO、オーラット・ファウンデーションが実施しているアヴァ

ズという女性のエンパワーメント・プロジェクトの研究を通じて、同国におけるジェン

ダー、NGO、エンパワーメントの関係を考察するものである。特に、グローバルな女性

のエンパワーメントに関する言説に対し、ローカルなレベルの実態を明らかにしようと

する。 

 構成は 7 章から成り、課題や分析手法を述べる序章に続き、第 2 章で開発学における

ジェンダー論の変遷を説明し、論文の理論的枠組みを提示する。第 3 章ではパキスタン

における女性の置かれた状況の歴史的分析を示す。第 4 章ではドナーである国際 NGO

の影響を強く受けるパキスタンの NGO による、女性のエンパワーメント活動概要を説

明し、第 5 章で本論文の調査地オカラにおけるアヴァズの活動を詳述する。第 6 章では

調査結果に基づき、アヴァズの活動が地元の女性たちにどのような影響を及ぼしている

のかを分析する。第 7章は総括および結論である。 

 パキスタンにおいてはフィールドワークに基づき女性のエンパワーメントの実態を調

査した先行研究はなく、本論文は同国のジェンダー研究に顕著な貢献をなすものである。

個人のエンパワーメントに力点を置くグローバルなエンパワーメントの言説を適用しよ

うとする NGO の活動は、必ずしも地元の女性たちの日常的ニーズと適合しない。本論

文は、NGOが促す個人的なエンパワーメントを集団的なエンパワーメントに変換するこ

とを通じて、地元の女性たちが単に受け身でプロジェクトに関わるのではなく、草の根

のエンパワーメントの主体となっていく様相を明らかにしている。そのため、従来のジ

ェンダー・エンパワーメント・プロジェクトのあり方に再考を促す意味でも、高く評価

することができる。 

 以上、審査の結果、本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 

 


